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魅力ある教育をめざして 

 

小中一貫教育推進事業 
 

 

この事業は、各中学校区において、これまでの小・中学校が連携した取り組みを発

展させ、義務教育９年間を見通した小中一貫教育の実施に向け、福生第三中学校区を

モデル校として研究を推進するものです。 

 

 

■事業の概要 

中学校区単位で取り組んでいる小・中学校の連携事業を入口にして、各学校のニー

ズや現状に応じて協働実践の内容を深め、義務教育９年間を見通した小中一貫教育に

係る研究を推進し、福生第三中学校区をモデル校として魅力ある教育を実践します。

合わせて、全中学校区において、小学校６年生全児童と中学校全学年生徒を対象に、

心理検査等の諸検査を実施し、中１ギャップの解消を図るとともに、中学校における

健全育成に活用します。 

※平成25年度事業費 942,000円 

 

 

 

■参考 

平成25年度より、本市では、各学校教職員による小中一貫教育推進委員会を開催し、

各中学校区における小中一貫した取り組みの内容や日程及び、目指す子ども像や組織、

カリキュラム等について協議を行っていきます。その際、今年度より全教職員が４つ

の分科会に分かれ、年間を通した研究を進めている、福生第三中学校区における取り

組みの様子を他の中学校区でも参考にして、研究に取り組んでまいります。 

 

 

【問合せ】 

                        教育委員会事務局指導室 

                        電話 042-551-1948（直通） 

 


